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新地町アウトメディア意見交流会
名 称 新地町アウトメディア意見交流会

講座開催日 令和２年７月３日（金）１５：３０～１６：４０

会 場 新地町役場

参 加 人 数 福田小代表 新地小代表 駒ケ嶺小代表 尚英中代表（各２名：８名）

４校校長 担当教諭（８名） 新地町PTA連絡協議会会長（１名）

新地町教育委員会（２名） 相双教育事務所（１名） 計 ２０名

実践活動テーマ メディア利用の実態から「新地町アウトメディア宣言」を策定する。

テーマ設定の 新地町４小中学校の課題であり、相双域内の課題（メディア：相双ブロッ

理由及び実践 ク会議の「家庭教育の３つの提言」）解決につながるテーマとして設定した。

活動のねらい 本意見交流会により、本人の意識、保護者の意識を高め、家庭での話し合

いの機会や実践活動を促すことをねらいとした。

実践活動内容

新地町アウトメディア意見交流会

① 新地町小中学校校長会会長あいさつ 新地小学校長 髙橋 澄子 様

○ 校長会６月の調査より（相馬地方小学生４，３１６人対象）

・ SNSの利用 相馬地方…３，４４９人（約８０％） 新地町…１６９名（８８％）

・ 平日５時間以上の利用者の存在 休日になるとその割合はさらに増加

・ 新地町の小学生約６７％が自分専用の機器を所有

・ 独立法人国立病院機構久里浜医療センターの調査から

体の不調を感じても利用を続ける状況…ゲーム依存、昼夜逆転、暴力 等

～このような現状を４校の代表で考え、約束を決める有意義な会としたい。～

② 意見交換会（司会進行：新地町立尚英中学校生徒会役員）

○ 自己紹介にあわせ本交流会への思いを各自発表

・ 自分の考えをしっかりと述べ、他の学校の意見を聞き、比べたい

・ しっかりと約束を決め、守りたい

○ ４校代表者による発表

・ 道徳の授業から、約束を守れない弱い心と自分をコントロールする強い心

・ 校内のアンケート結果をもとにした利用時間、課金等の課題

・ 臨時休業中の担任からのメッセージやゲーム障害についての学び、健康観察でのアン

ケートの実施等の取組 家族でチャレンジ→子どもがチャレンジへの意識

・ 校内のアンケートの集計を分析し、具体的なルールを設定

○ 意見交流

・ ４校の発表を聞いての自分の考え、質疑応答

・ それぞれの意見から、平日と休日の利用時間と利用終

了時間の３項目について、小学校案と中学校案をまとめ

る。

・ ３項目以外の内容については、各校で決めることを確

認する。（就寝時間等）



③ 新地町PTA連絡協議会会長あいさつ 大内 広行 様

○ 日本医師会の資料より

・ 「スマホで失うもの」…時間、学力、体力、視力、コミュニケーション力 等

○ 子どもたちへのメッセージ

・ 大人が決めたルール以上に価値がある自分たちで決めたルールのすばらしさ。

・ 子どもたちから保護者へ関わる機会（親子の会話へのきっかけ）としてほしい。

・ PTA協議会でも本交流会の成果を伝えさらに強いものにしていきたい。

④ 新地町アウトメディア宣言

○ 小学校 平日1.5時間 休日２ 時間 利用２１：００まで

○ 中学校 平日1.5時間 休日2.5時間（学習での利用は除く） 利用２２：００まで

○ その他のルールは各校の話し合いによる。

【成果と課題】

○ 今回はブロック会の構成員でもある相馬地方PTA連絡協議会会長（新地町PTA連絡協議

会長）大内広行様から、学校やPTAの決めたルールではなく、子どもたちが作り出したル

ールにできないものかという発案により実現した意見交流会であった。

各校の発表から、様々な切り口からそれぞれの学校の実態に迫り、真剣に話し合いを行っ

てきた様子がうかがえた。

○ 中学生が中心となって話し合いを進め、小学生の考えをしっかりと引き出しながら充実し

た話し合いを進め、「アウトメディア宣言」を完成させることができた。自他の考えを比べ、

他の考えを取り入れる話し合いがとてもすばらしかった。

○ 本来であれば、地域でつながる家庭教育応援事業 家庭教育応援プロジェクト「親子の学

び応援講座」において、久里浜医療センター主任心理療法士 三原聡子様の講演をきっかけ

として意識を高め、本交流会、親子の話し合いにつなげる計画であったが、講演会が実施で

きず残念であった。しかしながら、こうした子どもたちの主体的な学びを通して、家庭教育

の推進にもつなげていく新地町の取組はすばらしいものである。

● 「自分たちで決めたルール」の価値を各校で伝える方法やできないことを注意し合うので

はなく、少しでも改善が見られた、守ることができたなどのプラス面の評価を共有できるよ

うな働きかけや仕掛けづくりをさらに工夫し、成果を上げてほしい。


